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跡
見
学
園
女
子
大
学
文
学
部
紀
要　

第
四
十
四
号　
（
二
〇
一
〇
年
三
月
十
五
日
）

『
大
南
寔
録
』
の
成
立
過
程
（
六
│
Ａ
）

―
嘉
定
と
仏
山

―

O
n the form

ation of D
ai N

am
 T

huc Luc 

（
大
南
寔
録
）（V

I-A

）： Fo-shan

（
仏
山
）and G

ia-dinh

（
嘉
定
）

林　

正
子

M
asako H

A
Y
A
SH
I

Sum
m

ary

T
he purpose of this article is to exam

ine the process of printing and circulation of a V
ietnam

ese historical 

book -- D
ai N

am
 T

huc Luc C
hinh B

ien

（大
南
寔
録
正
編

）which w
as printed in 1873. D

ai N
am

 T
huc Luc C

hinh 

B
ien , 

its 
title 

w
as 

identical 
w

ith 
the 

veritable 
record 

of 
N

guyen 
dynasty 

（阮
朝

）, w
as 

handled 
by 

a 

Frenchm
an Lu G

ia Lang

（蘆
嘉
陵

） to a V
ietnam

ese D
ui M

inh T
hi（惟

明
氏

） in French colonial ruled C
ochin-

C
hina. Through the analysis of the version kept in the Toyo B

unko

（東
洋
文
庫

）, it is clear that the D
ai N

am
 

T
huc Luc C

hinh B
ien  w

as printed in Fo-shan

（仏
山

） in G
uang-dong

（広
東

）province of C
hina, and w

as distrib-

uted from
 G

ia-dinh

（嘉
定

） to all the V
ietnam

ese provinces. Furtherm
ore, to exam

ine the applicability of his 

defi nition on D
ai N

am
 T

huc Luc

（大
南
寔
録

）, as w
ell as the Shi-lu

（実
録

） of the E
ast A

sian cultural or 

C
hinese character cultural area 

（漢
字
文
化
圏

） in future research.
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は
じ
め
に

一　
『
大
南
寔
録
正
編
』
三
巻

二　

越
南
本
の
仏
山
版　
　
　
　

│
以
上
本
号

三　

大
富
浪
沙
国
蘆
嘉
陵

四　

嘉
定
城
惟
明
氏

小
結　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

│
以
上
次
号

は
じ
め
に

　

一
九
世
紀
後
半
の
フ
ラ
ン
ス
領
コ
ー
チ
シ
ナ
で
は
、
阮
朝
実
録
と
同
じ
名
を
も
つ

『
大
南
寔
録
正
編
』
が
流
通
し
て
い
た
。
現
在
、
ハ
ノ
イ
、
パ
リ
、
東
京
で
存
在
が
確

認
さ
れ
て
い
る
同
書
は
、
刊
行
者
と
し
て
フ
ラ
ン
ス
人
、
ベ
ト
ナ
ム
人
、
刊
行
地
と

し
て
中
国
、
販
売
地
と
し
て
コ
ー
チ
シ
ナ
が
明
記
さ
れ
た
商
業
出
版
物
で
あ
る
。

　

ベ
ト
ナ
ム
は
「
文
献
の
邦
」
と
自
称
し
て
久
し
い
が
、
中
国
の
侵
略
、
内
乱
な
ど

に
よ
る
書
厄）

1
（

も
多
く
、
現
存
す
る
書
物
は
多
い
と
は
言
え
な
い
。
さ
ら
に
一
九
世
紀

後
半
に
始
ま
る
フ
ラ
ン
ス
植
民
地
支
配
の
結
果
、多
く
の
書
物
は
海
外
に
流
出
し
た
。

実
録
と
同
名
異
書
で
あ
る
『
大
南
寔
録
正
編
』
が
、
東
洋
文
庫
で
実
見
で
き
る
の
は
、

そ
の
一
例
で
あ
る
。

　

周
知
の
よ
う
に
『
大
南
寔
録
正
編
』
と
は
、
阮
朝
の
実
録
を
さ
す
）
2
（

。
阮
朝
の
実
録

は
『
前
編
』
で
広
南
国
の
チ
ュ
ア
達
の
業
績
を
記
し
、『
正
編
』
は
第
一
紀
と
し
て
嘉

隆
帝
（
阮
福
映
）
の
統
一

│
阮
朝
の
成
立
に
始
ま
り
フ
ラ
ン
ス
の
承
認
を
え
て
即

位
し
た
同
慶
帝
の
第
六
紀
ま
で
が
『
前
編
』
と
と
も
に
刊
行
さ
れ
た
。
フ
ラ
ン
ス
支

配
下
で
実
録
は
、
成
泰
帝
、
維
新
帝
、
啓
定
帝
に
つ
い
て
編
纂
さ
れ
た
が
刊
行
さ
れ

ず
、抄
本
第
六
紀
附
紀
、第
七
紀
と
し
て
保
存
さ
れ
て
い
る（
注
7
の
付
表
1
参
照
）。

フ
エ
に
保
存
さ
れ
て
い
た
版
木
か
ら
一
九
三
〇
年
代
に
新
ら
た
に
刷
ら
れ
た
実
録

は
、
日
本
に
運
ば
れ
て
世
界
に
公
開
さ
れ
た
。
戦
後
、
こ
の
『
大
南
寔
録
』
を
慶
応

義
塾
大
学
が
縮
刷
版
と
し
て
刊
行
し
流
布
し
て
い
る
。『
大
南
寔
録
』
は
、
東
ア
ジ
ア

の
中
国
型
実
録
の
掉
尾
を
飾
り
、
ベ
ト
ナ
ム
が
漢
字
文
化
圏
に
属
し
た
一
証
で
も
あ

る
。

　

漢
字
文
化
圏
に
属
し
た
前
近
代
ベ
ト
ナ
ム
の
書
物
は
、
字
儒
（
チ
ュ
ー
ニ
ョ　

漢

字
）
と
字
喃
（
チ
ュ
ー
ノ
ム
）
で
記
さ
れ
た
。
現
存
す
る
越
南
本
の
過
半
は
漢
字
本

で
あ
り
、
世
界
に
分
散
し
て
い
る
。
ハ
ノ
イ
、
ラ
イ
デ
ン
や
日
本
等
の
所
蔵
地
で
は

書
目
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
が
、
い
ま
だ
網
羅
的
で
統
一
し
た
書
誌
学
記
載
を
も
つ
書

目
は
無
い
。

　

そ
も
そ
も
越
南
本）

3
（

と
い
う
呼
称
も
、
日
本
で
は
二
〇
世
紀
末
の
産
物
で
あ
る
。『
大

南
寔
録
正
編
』
を
著
録
し
て
い
る
東
洋
文
庫
の
書
目
が
、『
東
洋
文
庫
朝
鮮
本
分
類
目

録
・
附
安
南
本
目
録
』（
一
九
三
九
）
と
い
う
附
編
扱
い
か
ら
『
東
洋
文
庫
蔵
越
南
本

目
録
』
と
し
て
独
立
を
果
た
し
た
の
は
、
一
九
九
九
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
同
書
の

序
に
よ
っ
て
越
南
本
と
は
何
か
、
を
明
ら
か
に
し
て
い
こ
う
。

　

編
者
の
後
藤
均
平
氏）

4
（

は
「
東
洋
文
庫
所
蔵
の
越
南
本
」
で

こ
こ
に
い
う〝
越
南
本
〞と
は
東
洋
文
庫
に
あ
る
①
越ベ
ト
ナ
ム南

で
作
ら
れ
た
漢
籍（
い

わ
ゆ
る
〝
漢ハ
ン
ノ
ム喃

本
〞））

5
（

、
②
中
国
で
書
か
れ
た
越
南
関
係
の
文
献
、
及
び
③
日
本

人
や
フ
ラ
ン
ス
人
が
①
を
復
刻
し
た
書
籍
の
総
称
で
あ
る
。

と
定
義
す
る
。
仏
山
で
刊
行
さ
れ
た
『
大
南
寔
録
正
編
』
は
、「
越ベ
ト
ナ
ム南

で
つ
く
ら
れ
た
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漢
籍
」
と
い
う
①
の
条
件
か
ら
は
、
逸
脱
す
る
。
し
か
し
、「
つ
く
ら
れ
た
」
と
い
う

語
を
「
著
作
さ
れ
た
」
と
解
す
る
と
、
①
に
該
当
す
る
。

　

東
洋
文
庫
蔵
『
大
南
寔
録
正
編
』
は
、
癸
酉
（
一
八
七
三
年　

嗣
徳
二
十
六
年
）

の
序
を
も
つ
。
序
は
フ
ラ
ン
ス
人
が
書
き
、
ベ
ト
ナ
ム
人
が
考
訂
し
、
原
書
が
フ
ラ

ン
ス
人
の
提
供
で
あ
る
こ
と
を
明
記
し
て
い
る
。
扉
に
は
、
広
東
省
仏
山
鎮
の
書
房

宝
華
閣
の
名
が
あ
る
。
同
書
は
中
国
で
刊
行
さ
れ
た
越
南
本
と
い
う
特
異
な
性
格
、

お
よ
び
典
型
的
な
越
南
本
の
装
訂
を
も
つ
。
全
巻
に
朱
筆
で
句
読
が
う
た
れ
、
傍
点

や
傍
線
が
加
え
ら
れ
、
人
名
、
地
名
、
官
職
等
に
は
線
が
ひ
か
れ
、
誤
字
は
訂
正
さ

れ
て
い
る
。
同
書
が
愛
蔵
さ
れ
た
ば
か
り
で
な
く
、
読
み
込
ま
れ
て
き
た
こ
と
は
明

ら
か
だ
。

　
『
大
南
寔
録
正
編
』
は
、「
仏
山
版
」
に
属
す
る
の
み
な
ら
ず
、
同
書
自
体
が
ベ
ト

ナ
ム
の
書
物
史
を
体
現
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
漢
字
本
で
刊
本
・
抄
本
が
並
存
し
、

ベ
ト
ナ
ム
独
自
の
装
訂
の
完
本
が
日
本
に
在
る
。『
東
洋
文
庫
所
蔵
越
南
本
書
目
』
で

史
部
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
三
巻
本
の
刊
本
は
、
ハ
ノ
イ
領
事
永
田
安
吉
氏
が
寄
贈
し

た
も
の
で
あ
る
）
6
（

。

　

阮
朝
実
録
と
は
同
名
異
書
で
あ
る
こ
と
は
、
後
藤
均
平
氏
が
内
容
を

世
祖
（
嘉
隆
帝
）
が
戊
戌
起
兵
ノ
年
ヨ
リ
、
壬
戌
一
統
ノ
年
マ
デ
25
年
ヲ
、
南

圻
ノ
場
ヨ
リ
編
述
セ
シ
書

と
注
釈
し
て
い
る
こ
と
に
明
ら
か
で
あ
る
。阮
朝
実
録
の
特
徴
究
明
と
か
か
わ
る「
南

圻
ノ
場
ヨ
リ
編
述
」
さ
れ
た
内
容
の
具
体
的
検
討
は
、
別
稿
に
譲
る
）
7
（

。

　

本
稿
で
は
、
越
南
本
が
世
界
に
分
散
し
て
い
る
現
状
か
ら
、
書
目
に
よ
る
追
究
を

主
と
し
、
ベ
ト
ナ
ム
の
視
点
に
た
っ
て
『
大
南
寔
録
正
編
』
が
錯
綜
し
た
問
題
を
か

か
え
る
こ
と
を
、
明
ら
か
に
し
た
い
。
以
下
、
本
号
で
は
（
一
）
東
洋
文
庫
蔵
本
が

天
下
の
孤
本
で
あ
り
、（
二
）
仏
山
版
に
属
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
次
号
で
（
三
）

フ
ラ
ン
ス
人
蘆
嘉
陵
、（
四
）
ベ
ト
ナ
ム
人
惟
明
氏
の
同
定
を
試
み
る
。

　
（
本
稿
で
は
ク
オ
ッ
ク
グ
ー
表
記
の
補
助
符
号
は
省
い
た
）。

一
、『
大
南
寔
録
正
編
』
三
巻

　

現
在
、
所
在
が
確
認
さ
れ
て
い
る
『
大
南
寔
録
正
編
』（
以
下
『
正
編
』）
は
ハ
ノ

イ
の
三
部
、
パ
リ
の
二
部
、
東
京
の
一
部
、
合
わ
せ
て
六
部
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
全

三
巻
揃
い
の
刊
本
は
、
東
洋
文
庫
が
所
蔵
す
る
一
部
の
み
で
あ
る
。

　

本
節
で
は
、
完
本
で
あ
る
東
洋
文
庫
蔵
本
を
と
り
あ
げ
、
先
行
す
る
越
南
本
の
書

本

│
『
越
南
漢
喃
遺
産
書
目
提
要
』（
ハ
ノ
イ　

一
九
九
三
）、『
越
南
漢
喃
文
献
目

録
提
要
』（
台
湾　

二
〇
〇
二
）
の
書
誌
情
報
も
あ
わ
せ
て
『
正
編
』
の
特
徴
を
検
討

し
て
み
よ
う
。
ま
ず
『
正
編
』
の
形
態
を
確
認
し
た
後
、
各
書
目
の
記
述
を
と
り
あ

げ
る
。

　

東
洋
文
庫
蔵
本
は
元
の
装
訂
を
保
っ
て
い
る
。
朱
で
『
大
南
寔
録
正
編
』
と
直
書

さ
れ
た
表
紙
は
、
固
く
黒
褐
色
で
光
沢
の
あ
る
漆
塗
り
。
三
巻
の
背
を
表
紙
で
く
る

む
。
書
根
に
は
竪
書
で
「
皇
朝
寔
録
壹
」「
皇
朝
寔
録
二
」
と
二
行
、
そ
の
下
に
「
嘉

隆
」
と
横
書
で
墨
書
。
書
物
の
天
（
書
頭
）
に
も
同
様
の
墨
書
が
あ
る
。
書
口
の
書

名
墨
書
を
除
い
た
部
分
に
も
漆
が
塗
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
漆
塗
り
表
紙
、
包
背
装
、

書
根
の
竪
書
書
名
は
、
越
南
本
の
装
訂
の
典
型）

8
（

で
あ
り
、
購
入
者
が
ベ
ト
ナ
ム
人
で

あ
っ
た
こ
と
も
示
唆
す
る
。
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図
Ａ
に
み
る
よ
う
に
、
扉
の
中
央
に
書
名
「
大
南
寔
録
正
編
」、
右
上
に
「
嘉
定
城

惟
明
氏
訂
正
」、
右
下
に
「
一
在
提
岸
広
盛
南
発
客
」、
左
下
に
「
粤
東
仏
鎮
福
禄
大

街
宝
華
閣
蔵
板
」
と
記
す
。『
正
編
』
は
、
コ
ー
チ
シ
ナ
の
嘉
定
城
（
サ
イ
ゴ
ン
）
の

惟
明
氏
が
訂
正
し
て
、
提
岸
（
チ
ョ
ロ
ン
）
の
広
盛
南
が
販
売
し
、
坂
木
は
広
東
省

仏
山
鎮
福
禄
大
街
の
宝
華
閣
が
持
つ
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

　

扉
に
続
い
て
蘆
嘉
陵
の
序
が
あ
る
（
序
の
内
容
は
第
四
節
で
と
り
あ
げ
る
）。
図
Ｂ

に
巻
一
の
第
一
頁
を
あ
げ
た
の
は
、
版
心
に
注
意
す
る
必
要
か
ら
だ
。
巻
一
か
ら
巻

三
ま
で
全
巻
を
通
じ
て
、
版
心
の
上
部
に
は
「
大
南
寔
録
」、
下
部
に
は
「
金
玉
楼
蔵

板
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
書
名
に
使
わ
れ
て
い
る
「
寔
」
字
は
、
巻
一
の

題
と
版
心
に
限
ら
れ
、
巻
二
、
巻
三
で
は
と
も
に
「
実
」
字
と
変
わ
る
）
9
（

。

　

以
上
で
書
物
の
形
態
を
確
認
し
た
の
で
、
次
に
書
目
に
お
け
る
『
正
編
』
に
つ
い

　　　図B　東洋文庫蔵『大南寔錄正編』巻一　一葉

図A　東洋文庫蔵『大南寔錄正編』扉
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て
の
記
載
を
み
よ
う
。
ま
ず
、『
東
洋
文
庫
蔵
越
南
本
書
目
）
10
（

』（
以
下
、『
書
目
』）
の

全
文
は
、
次
の
と
う
り
で
あ
る
。

大
南
寔
録
正
編　

全
３
巻　

一
冊　

一
帙

Ｘ
│
２
│
10

蘆
嘉
陵
序
（
１
８
７
３
年
夏
）　

活
字
本　

２
４
・
０
×
１
５
・
３
（
匡
１
８
・

５
×
１
２
・
５
）　

心
：
大
南
寔
録
正
編　
（
下
）
金
玉
楼
蔵
板　

９
行
２
２
字

　

往
雙
行

扉
（
黄
紙
）：
嘉
定
城
惟
明
氏
訂
正
、
一
在
提チ
ョ
ロ
ン岸

広
盛
南
発
客　

粤
東
（
仏
鎮
福

禄
大
街
）
宝
華
閣
蔵
板

序
（
１
ℓ
．）　

V.1
（
戊
戌
〈
１
７
７
８
年
〉
至
庚
戌
〈
１
７
９
１
年
〉。
４
６

ℓ
．）　

V.2
（
辛
亥
正
月
至
庚
申
〈
１
７
９
１
年
〜
１
８
０
０
年
〉。
５
１
ℓ
．）　

V.3
（
辛
酉
至
壬
戌
〈
１
８
０
１
〜
２
年
〉。　

６
０
ℓ
．）

（
N.
）
序
末
尾
ニ
記
ス
：
癸
酉
年
（
１
８
７
３
）
端
陽
後
、
大
富
浪
沙
国）

11
（

嘉
定
帥

府
参
辨
官
蘆
嘉
陵
謹
叙
、
嘉
定
城
鳳
油
里
惟
明
氏
攷
校
。
表
紙
渋
黒
茶
。
世
祖

（
嘉
隆
帝
）
ガ
戊
戌
起
兵
ノ
年
ヨ
リ
、
壬
戌
一
統
ノ
年
マ
デ
２
５
年
ヲ
南
圻
ノ
場

ヨ
リ
編
述
セ
シ
書
。

『
書
目
』
は
、
書
名
つ
い
で
序
、
刊
本
・
抄
本
の
別
、
寸
法
（
版
匡
寸
法
）、
版
心
、

行
数
・
行
毎
の
文
字
数
、
注
の
形
態
を
あ
げ
、
扉
の
文
字
を
写
す
。
さ
ら
に
巻
毎
の

葉
数
を
記
し
、
N.
（
注
記
）
と
し
て
序
、
表
紙
、
内
容
へ
の
注
意
を
促
し
て
い
る
が
、

扉
と
版
心
の
書
房
名
表
記
の
不
一
致
│
「
宝
華
閣
蔵
板
」
と
「
金
玉
楼
蔵
板
」
に
は

触
れ
て
い
な
い
。
注
記
で
大
切
な
の
は
、「
南
圻
ノ
場
ヨ
リ
編
述
セ
シ
書
」
と
述
べ
て

『
正
編
』
が
コ
ー
チ
シ
ナ
の
産
物
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
指
摘
し
た
点
で
あ
る
。

　

次
節
の
「
仏
山
版
一
覧
表
」
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、『
正
編
』
の
刊
本
、
抄
本
が
ハ

ノ
イ
に
在
る
。
ハ
ノ
イ
の
書
目
で
『
正
編
』
に
つ
い
て
追
っ
て
み
よ
う
。
漢
喃
研
究

院
の
書
目
で
あ
る”D

i San H
an N

om
 V

iet N
am

 T
hu M

uc D
e Yeu” 3vol s

）
12
（

.

（『
越
南
漢
喃
遺
産
書
目
提
要
』
三
巻　

一
九
九
二
年
。
以
下
、『
遺
産
』）
は
、
ク
オ

ッ
ク
グ
ー
の
Ａ
Ｂ
Ｃ
順
に
書
物
を
並
べ
、
本
文
に
は
必
要
に
応
じ
て
フ
ラ
ン
ス
語
の

解
説
が
付
さ
れ
て
い
る
。882
と
し
て
掲
げ
ら
れ
た『
正
編
』の
記
事
を
み
よ
う
。（【　

】

は
添
え
ら
れ
た
漢
字
を
示
す
。）

882.D
ai N

am
 T

huc Luc C
hinh B

ien

【
大
南
実マ

マ

録）
13
（

正
編
】

嘉
定
城D

ui M
inh T

hi

【
惟
明
氏
】
校
正
。
参
辨Lu G

ia L
ang

【
蘆
嘉
陵
】

（
フ
ラ
ン
ス
人
）
序
。
金
玉
楼
、
粤
東
（
中
国
広
東
）
癸
酉
年
（
１
８
７
３
）
印
。

１
印
本　

２
抄
本

VHv. 

1702
：
１
９
４
頁
、
２
４
×
１
５
、
巻
１
、
巻
２
の
み
、
印
。

A. 

424
：
３
７
８
頁
、
３
２
×
２
３
、
全
３
巻
、
阮
主
名
表
、
祭
文
２
、
そ
の
1

篇
は
字
喃
。

A. 

2108
：
２
９
０
頁
、
２
６
×
13　

抄
（
缺
）

阮
朝
の
景
興
戊
戌
年
（
１
７
７
８
）
よ
り
嘉
隆
壬
戌
年
（
１
８
０
２
）
に
至
る

中
興
の
事
績
及
び
開
国
功
臣
の
言
動
を
記
す
。

以
下
は
フ
ラ
ン
ス
語
で

歴
史

ベ
ト
ナ
ム
の
実
録
の
正
編
。
広
東
、
金
玉
楼
版
、
１
８
７
３
。L

egrand de la 

Liraye
の
序
。

一
七
七
八
年
か
ら
一
八
〇
二
年
の
阮
朝
の
再
興
│
祖
先
と
臣
下
。
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と
要
約
さ
れ
て
い
る
。
三
種
の
蔵
本
記
号
は
、
VHv.
が
社
会
科
学
図
書
館
、
A.
が
フ
ラ

ン
ス
極
東
学
院
蔵
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す

）
14
（

。
す
な
わ
ち

VHv. 

1702
の
二
巻
本
刊
本
は
旧
フ

ラ
ン
ス
極
東
学
院
蔵
書
で
あ
り
、
一
八
七
三
年
に
粤
東
の
金
玉
楼
で
刊
行
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。
完
本
で
あ
る
A. 

424
は
抄
本
で
あ
る
が
、
宝
華
閣
板
を
写
し
て
い
る

）
15
（

。

　

VHv. 

1702
抄
本
の
存
在
は
、『
書
目
』
が
記
し
図
Ａ
、
図
Ｂ
で
確
認
で
き
る
『
正
編
』
の

書
房
名
の
不
一
致

│
宝
華
閣
（
扉
）
と
金
玉
楼
（
版
心
）
│
問
題
を
解
決
す
る
。

『
書
目
』
の
記
す
巻
一
、
巻
二
の
ℓ
．（
丁
・
葉
）
は
合
計
す
る
と
九
七
、『
遺
産
』
の

記
す
金
玉
楼
版（

VHv. 

1702
）は
一
九
四
頁
で
あ
る
。一
見
す
る
と
一
致
し
な
い
が
、丁
・

葉
は
版
面
（
フ
ォ
リ
オ
）
一
枚
を
さ
し
、
二
頁
に
相
当
す
る
。
そ
こ
で
一
九
四
頁
は
、

二
分
の
一
の
九
七
葉
と
な
り
、
東
洋
文
庫
蔵
本
と
ハ
ノ
イ
蔵
金
玉
楼
版
の
葉
数
は
一

致
し
、
宝
華
閣
が
金
玉
楼
の
版
木
を
使
っ
て
刊
行
し
た
と
い
え
る
。
版
木
の
移
動
に

つ
い
て
は
、
次
節
で
四
堡
（
福
建
）
の
書
房
の
例
を
あ
げ
て
述
べ
た
い
。

　
『
正
編
』
に
関
し
て
『
遺
産
』
が
伝
え
る
も
っ
と
も
重
要
な
情
報
は
、
後
半
の
フ
ラ

ン
ス
語
部
分
に
ふ
く
ま
れ
る
。
序
を
書
い
た
フ
ラ
ン
ス
人
蘆
嘉
陵
、
ク
オ
ッ
ク
グ
ー

で
はLu G

ia L
ang

と
記
さ
れ
る
人
名
の
原
綴
は
、L

egrand de la Liraye

で
あ

る
と
明
記
し
て
い
る
。

　

フ
ラ
ン
ス
語
情
報
は
、
882
『
正
編
』
を
「
ベ
ト
ナ
ム
の
実
録
の
正
編
」
と
し
て
歴

史
に
分
類
し
て
い
る
。
こ
の
「
ベ
ト
ナ
ム
の
実
録
の
正
編
」
と
い
う
文
言
は
、『
遺

産
』
883
の
咸
宜
帝
、
同
慶
帝
の
実
録
883
『
大
南
実マ

マ

録
正
編
』
に
そ
の
ま
ま
使
わ
れ
て

い
る
。
す
な
わ
ち
『
正
編
』
と
阮
朝
実
録
の
い
ず
れ
も
が
「
ベ
ト
ナ
ム
の
実
録
の
正

編
」
と
な
り
、『
正
編
』
の
商
業
出
版
物
と
い
う
性
格
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
と
は

言
え
な
い
。

　

以
上
の
882
『
正
編
』
記
事
に
ベ
ト
ナ
ム
人
惟
明
氏
に
つ
い
て
の
説
明
は
な
い
。
同

書
の
著
者
名
索
引
で
「
惟
明
氏
」
を
ひ
く
と
、
454
『
昭
君
貢
胡
書
』、
882
『
大
南
実マ

マ

録

正
編
』、

2245
『
南
圻
六
省
地
輿
誌
』、

2951
『
仕

書
集
』、

3857
『
陳
詐
婚
演
歌
』
の
五
点

が
あ
り
、
惟
明
氏
は
『
南
圻
六
省
地
輿
誌
』
の
著
者
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。『
陳
詐

婚
演
歌
』
に
は
「
鳳
油
里
に
住
む
明
章
氏
訂
正
」
と
あ
り
、
ク
オ
ッ
ク
グ
ー
と
フ
ラ

ン
ス
語
で
同
文
の
「
補
注
」
が

明
章
あ
る
い
は
惟
明
氏
、
実
名
は
ザ
ウ
村
す
な
わ
ち
安
平
（
チ
ョ
ロ
ン
）
に
住

む
陳
光
光
。
彼
は
い
つ
も
鳳
油
里
（
ザ
ウ
・
ラ
ッ
ク
村
）
の
三
字
の
後
に
別
名

を
添
え
て
い
る
。

と
付
さ
れ
て
い
る

）
16
（

。
さ
ら
に
『
遺
産
』「
序
論
」
末
尾
に
付
さ
れ
た
〈
著
者
不
詳
と
さ

れ
た
有
名
な
著
者
が
き
わ
め
て
多
い
〉
例
と
し
て
あ
げ
ら
れ
た
二
〇
点
の
な
か
に

VHv. 

1702
『
大
南
実マ

マ

録
正
編
』　

惟
明
氏
（
＝
陳
光
光
）

と
あ
る

）
17
（

。『
遺
産
』
が
惟
明
氏
を
明
章
、
陳
光
光
と
同
定
し
て
い
る
こ
と
は
、
明
ら
か

だ
。

　

さ
て
、『
遺
産
』
刊
行
か
ら
九
年
後
、
中
国
語
訳
が
刊
行
さ
れ
た
。
台
湾
の
中
央
研

究
院
中
国
文
哲
研
究
所
の
劉
春
銀
・
王
小
盾
・
陳チ
ャ
ン
ギ義

主
編
『
越
南
漢
南
文
献
目
録
提

要
』
で
あ
る
。
同
書
は
『
遺
産
』
の
忠
実
な
訳
本
で
は
な
い
。
新
た
に
ベ
ト
ナ
ム
の

二
種
の
書
目
お
よ
び
フ
ラ
ン
ス
の
四
機
関
で
の
知
見
を
加
え
、
書
物
の
配
列
は
四
部

分
類
に
改
め
て
い
る
。
ク
オ
ッ
ク
グ
ー
と
フ
ラ
ン
ス
語
表
記
の
併
載
が
中
国
語
に
統

一
さ
れ
、
検
索
に
便
利
で
あ
る
。
同
書
の
も
つ
書
誌
学
上
の
問
題
点
は
、
す
で
に
劉

玉

氏
が
明
ら
か
に
し
て
い
る

）
18
（

。

　
『
正
編
』
の
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
書
目
の
書
誌
情
報
を
手
が
か
り
と
す
る
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35

作
業
の
な
か
で
、
中
国
語
訳
の
出
現
が
、『
遺
産
』
の
信
憑
性
を
損
う
い
く
つ
か
の
点

に
気
づ
い
た
。
ま
ず
惜
し
ま
れ
る
の
は
、
越
南
本
に
つ
い
て
の
ベ
ト
ナ
ム
側
の
情
報

（
陳チ
ャ
ン
ギ義

氏
の
『
遺
産
』「
序
論
」
漢
字
、
字
喃
、
海
外
流
出
、
独
自
の
書
目
等
）
を
削

除
し
た
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
書
誌
記
事
の
削
除
や
省
略
化
、
付
加
の
根
拠
が
不
明

で
あ
り
、
使
用
に
あ
た
っ
て
は
『
遺
産
』
と
の
対
照
が
欠
か
せ
な
い
等
の
問
題
点
を

『
正
編
』
に
つ
い
て
の
記
述
か
ら
検
討
し
た
い
。

　

そ
れ
で
は
『
越
南
漢
喃
文
献
目
録
提
要
』（
以
下
『
提
要
』）
の
『
正
編
』
の
項
目

を
写
し
て
み
よ
う
。

0163
大
南
実マ

マ

録
正
編
＝D

ai N
am

 T
huc Luc C

hinh B
ie n

）
19
（

／
惟
明
氏
考
正

中
国
粤
東
仏
鎮
金
玉
楼
癸
酉
年
（
１
８
７
３
）
印
、
今
存
印
本
一
種
、
抄
本
二

種篇
幅
在
１
９
４
頁
至
３
７
８
頁
間
、
高
２
４
至
３
２
公
分
、
寛
１
３
至
２
３
公

分景
興
・
嘉
隆
間
的
編
年
史
、
署
嘉
定
城
人
惟
明
氏
考
正
、
法
国
参
辨
蘆
嘉
陵
序

▲
按
惟
明
氏
原
名
陳
光
光
、
越
南
南
方
安
平
村
人
、

本
書
記
阮
朝
自
景
興
戊
戌
年
（
１
７
７
８
）
至
嘉
隆
壬
戌
年
（
１
８
０
２
）
的

中
興
事
跡
及
一
些
開
国
功
臣
的
言
行

其
中
３
７
８
頁
抄
本
為
全
本
、
三
巻
、
另
有
阮
主
名
単
及
祭
文
両
篇

▲
日
本
東
洋
文
庫
有
本
書
嗣
徳
二
十
三
年
（
１
８
７
０
）
刊
本

原
目
編
為
882
号

漢
文
書

A. 

424
（
抄
本
、
３
７
８
頁
）

A. 

2108
（
抄
本
）

VHv. 

1702
（
印
本
）

▲Paris B
N

 V
IE

T
N

A
M

IE
N

 A
.26

▲Paris B
N

 V
IE

T
N

A
M

IE
N

 A
.61

（
▲
印
は
『
提
要
』
で
加
え
ら
れ
た
項
目
）

こ
こ
に
は
『
遺
産
』
の
『
正
編
』
の
項
目
に
見
ら
れ
な
い
情
報
と
し
て
パ
リ
蔵）
20
（

の
二

抄
本
、
東
洋
文
庫
の
一
八
七
〇
年
刊
本
、
惟
明
氏
の
陳
光
光
へ
の
同
定
が
み
ら
れ
る
。

一
方
、
祭
文
二
篇
の
う
ち
一
篇
が
字
喃
で
あ
る
こ
と
は
略
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
各

版
の
寸
法
・
葉
数
を
個
別
表
記
か
ら
一
括
表
記
に
改
め
た
こ
と
は
、
後
述
の
よ
う
に

版
の
異
同
を
判
別
す
る
手
掛
り
を
抹
消
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
う
ち
一
八
七
〇
年
刊
本
に
つ
い
て
は
、
ま
っ
た
く
の
誤
記
で
あ
る
。
前
述
の

よ
う
に
、
東
洋
文
庫
蔵
『
正
編
』
は
一
点
の
み
で
、
金
玉
楼
の
版
木
（
一
八
七
三
）

で
宝
華
閣
が
刷
っ
た
も
の
で
あ
る
。
序
が
一
八
七
三
年
と
明
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら

も
、
一
八
七
〇
年
刊
本
は
あ
り
え
な
い
。

　

次
に
、
惟
名
氏
の
原
名
記
事
は
、『
遺
産
』「
序
論
」
と
『
陳
詐
婚
演
歌
』
か
ら
編

集
し
、『
正
編
』
の
項
に
お
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、『
遺
産
』
が
明
記
し
た

「
惟
明
氏
は
明
章
氏
と
同
一
人
物
で
、鳳
油
里
の
住
人
」で
あ
る
こ
と
は
省
か
れ
、「
ザ

ウ
村
す
な
わ
ち
安
平
（
チ
ョ
ロ
ン
）」
と
の
関
係
は
抹
消
さ
れ
、「
越
南
の
南
方
、
安

平
村
人
」
と
い
う
意
味
不
明
の
文
言
と
な
っ
て
い
る
。

　
『
提
要
』
の
著
者
名
索
引
で
「
惟
明
氏
」
を
ひ
く
と
、

0163
『
大
南
実マ

マ

録
正
編
』、

4766

『
陳
詐
婚
演
歌
』、

4814
『
昭
君
貢
胡
書
』、

4886
『
仕

書
集
』、「
陳
光
光
」
で
は
『
大
南

実マ
マ

録
正
編
』、『
陳
詐
婚
演
歌
』、「
明
章
」
で
は
『
陳
詐
婚
演
歌
』
が
あ
げ
ら
れ
て
い
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る
。
こ
の
う
ち
「
按
語
」
が
つ
い
て
い
る
の
は
『
大
南
実マ

マ

録
正
編
』
と
『
陳
詐
婚
演

歌
』
の
二
点
で
あ
る
が
『
遺
産
』
の
提
供
し
た
陳
光
光
の
具
体
的
情
報
は
、
見
ら
れ

な
い
。
な
お
呉
栄
子
氏）

21
（

は
、『
提
要
』
補
編
に
掲
載
さ
れ
た
ラ
イ
デ
ン
蔵
本
と
し
て
、

『
南
圻
六
省
地
輿
誌
』『
楊
玉
古
跡
』
を
陳
光
光
の
著
と
し
て
い
る
が
、
典
拠
は
不
明

で
あ
る
。
惟
明
氏
の
原
名
を
陳
光
光
と
固
定
す
る
こ
と
の
当
否
に
つ
い
て
は
、
第
四

節
で
あ
ら
た
め
て
検
討
し
た
い
。

二
、
越
南
本
と
し
て
の
仏
山
版

　
『
正
編
』
が
出
版
さ
れ
た
の
は
、
広
東
省
の
仏
山
で
あ
る
。
清
代
の
仏
山
は
、
北

京
、
蘇
州
、
広
州
、
泉
州
（
福
建
）、
徳
格
（
四
川
）、
西
蔵
と
並
ぶ
出
版
業
の
中
心

で
あ
っ
た
。
医
書
，
日
用
書
，
俗
文
学
を
多
く
出
版
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る

）
22
（

。

本
節
で
は
、
張
秀
民
氏
、
劉
玉

氏
の
研
究
に
も
と
づ
い
て
「
仏
山
版
」
が
越
南
本

の
一
種
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

　

張
秀
民
氏
は
、越
南
本
の
な
か
に
中
国
で
刊
行
さ
れ
た
も
の
が
あ
る
と
い
う
点
に
、

最
初
に
注
目
し
た
中
国
の
学
者
で
あ
る
。
ベ
ト
ナ
ム
と
の
学
術
交
流
が
無
い
時
期
か

ら
漢
字
文
化
圏
に
お
け
る
越
南
本
の
重
要
性
を
認
め
、
書
誌
学
の
成
果
を
公
表
さ
れ

て
き
た
。
二
〇
〇
一
年
に
書
か
れ
た
仏
山
版
に
つ
い
て
の
ま
と
ま
っ
た
書
目
と
し
て

の
最
初
の
も
の
に
は
、
す
で
に
ラ
イ
デ
ン
大
学
の
書
目
が
活
用
さ
れ
て
い
る
。
仏
山

版
の
存
在
と
形
態
を
明
ら
か
に
し
た
張
秀
民
氏
の
功
績
は
大
き
い

）
23
（

。

　

仏
山
が
ベ
ト
ナ
ム
向
け
の
書
物
を
出
版
し
た
こ
と
は
、
中
国
の
他
の
出
版
業
地
に

見
な
い
特
色
で
あ
る
。
以
下
、
仏
山
で
一
九
世
紀
後
半
の
一
時
期
に
限
っ
て
登
場
し

た
ベ
ト
ナ
ム
向
け
の
書
物
（
漢
字
本
、
漢
喃
本
、
字
喃
本
）
を
「
仏
山
版
」
と
呼
び

た
い
。
劉
玉

氏）
24
（

が
「
中
国
書
房
で
出
版
さ
れ
た
越
南
本
」
と
規
定
す
る
書
物
で
あ

る
。
こ
れ
ら
越
南
本
の
出
版
地
は
仏
山
の
み
に
限
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
仏
山
版
と

い
う
呼
称
が
よ
り
明
確
で
妥
当
と
思
わ
れ
る
。

　

ま
ず
仏
山
版
に
属
す
る
越
南
本
と
は
何
か
、
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
各
書
目
か

ら
仏
山
刊
本
を
一
覧
表
に
し
て
み
よ
う
。
別
表
は
、
既
出
の
『
書
目
』『
遺
産
』『
提

要
』
に
加
え
て
ラ
イ
デ
ン
大
学
の
書
目
、
張
秀
民
氏
、
劉
玉

氏
の
引
用
の
別
を
明

記
し
た
全
三
二
点
の
表
で
あ
る
。

　

別
表
を
一
見
し
て
明
ら
か
な
の
は
、
仏
山
版
を
も
っ
と
も
多
く
収
録
し
て
い
る
の

は
、
ラ
イ
デ
ン
大
学
の
書
目
（T

R
U

O
N

G
 Van B

inh, L
es Fonds de Livres en 

H
an-N

om
 hors du V

ietnam
. Inventaire N

˚2 : T
he H

an-N
om

 B
ooks 

preserved in L
eide n

）
25
（.

）（
以
下
、『
ラ
イ
デ
ン
書
目
』）
で
あ
る
。
同
書
に
は
す
で

に
張
秀
民
氏
が
注
目
し
て
お
り
、『
提
要
』
の
補
遺
に
は
呉
栄
子
氏
に
よ
る
中
国
語
訳

が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
仏
山
版
の
形
態
を
彷
彿
と
さ
せ
る
記
述
で
は
、
各
書
目
の
な

か
で
『
ラ
イ
デ
ン
書
目
』
が
優
れ
て
い
る
。
書
物
の
「
扉
」
に
印
刷
さ
れ
た
文
字
を

原
状
の
ま
ま
で
記
載
し
て
い
る
か
ら
だ
。

　
『
ラ
イ
デ
ン
書
目
』
の
編
者
ベ
ト
ナ
ム
人
チ
ュ
オ
ン
・
ヴ
ァ
ン
・
ビ
ン
氏
は
、
越
南

本
全
三
八
点
の
書
名
を
ク
オ
ッ
ク
グ
ー
・
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
順
（
補
助
符
号
つ
き
）

に
配
列
し
、
番
号
を
付
し
て
い
る
。
書
物
の
扉
は
、
ク
オ
ッ
ク
グ
ー
表
記
の
後
に
漢

字
に
翻
字
し
て
い
る
。
書
誌
的
記
載
は
英
語
。
実
例
と
し
て
、
惟
明
氏
が
刊
行
に
関

わ
っ
た
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
三
点
を
と
り
あ
げ
て
み
よ
う
。

　
『
大
南
国
史
演
歌
』
は
Ａ
、
Ｂ
二
刊
本
が
あ
り
、
惟
明
氏
の
名
が
み
え
る
の
は
刊
本
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Ｂ
で
あ
る
。

6.　
D

ai N
am

 Q
uoc Su D

ien C
a

『
大
南
国
史
演
歌
』
漢
喃　

六
八　

刊
本

　
　

２

B.　

番
号

5803
．
寸
法
１
５
×
２
４　

フ
ォ
リ
オ
７
０
（
１
＋
４
＋
６
５
）

Ａ
の
版
式
と
毎
頁
の
行
数
・
文
字
数
は
一
致

扉
（
以
下
は
漢
字
表
記
部
分
の
み
掲
出
）

　

中
央
：
大
南
国
史
演
歌

　

上　

：
同
治
甲
戌
年
新
刊
（
１
８
７
４
）

　

右　

：
在
提
岸
和
源
盛
発
客

　

左　

：
嘉
定
城
惟
明
氏
付
梓

　
　
　
　

粤
東
仏
鎮
福
禄
大
街
金
玉
楼
蔵
板

次
の
二
点
は
、
扉
の
漢
字
表
記
部
分
の
み
を
掲
出
す
る
。

16. K
im

 Van K
ieu Tan Truyen

『
金
雲
翹
新
伝
』
喃　

六
八

扉
　

上　

：
壬
申
年
新
鐫
（
１
８
７
２
）

　

中
央
：
金
雲
翹
新
伝

　

右　

：
僊
田
礼
参
阮
侯
撰

　

左　

：
粤
東
仏
鎮
福
禄
大
街
金
玉
楼
発
兌

　

巻
末
葉
：
天
子
万
万
年
歳
在
壬
申
春
南
越
嘉
定
城
居
士
惟
明
氏
重
刊

30.　

Tay D
u D

ien C
a N

hi B
an

『
西
遊
演
歌
二
本
』　

喃

扉　

：
戊
寅
年
新
鐫
（
１
８
７
８
）

　

中
央
：
西
遊
演
歌
二
本

　

右　

：
嘉
定
惟
明
氏
撰
春
月
成
于
西
寧
署

　
　
　
　

提
岸
和
源
盛
発
售

　

左　

：
粤
東
陳
村
永
和
源
蔵
板

三
点
は
い
ず
れ
も
字
喃
本
、『
大
南
国
史
演
歌
』『
金
雲
翹
新
伝
』
は
六
八
体
の
字
喃

韻
文
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

さ
て
、『
正
編
』
が
刊
行
さ
れ
た
当
時
の
仏
山
鎮
は
、
河
南
の
朱
仙
、
湖
北
の
漢

口
、
江
西
の
景
徳
と
あ
わ
せ
て
四
大
鎮
と
し
て
知
ら
れ
、
広
東
省
南
海
県
に
属
し
た
。

ア
ヘ
ン
戦
争
後
、香
港
に
地
位
を
奪
わ
れ
る
ま
で
貨
物
の
集
散
地
と
し
て
知
ら
れ
た
。

仏
山
か
ら
は
四
川
、
広
東
、
雲
南
、
貴
州
の
貨
物
が
西
北
の
諸
省
に
運
ば
れ
た
ば
か

り
で
な
く
、
輸
出
品
と
し
て
の
鉄
鍋
は
南
洋
各
地
で
歓
迎
さ
れ
た

）
26
（

。
ベ
ト
ナ
ム
と
の

関
係
で
言
え
ば
、
清
仏
戦
争
の
際
に
仏
山
で
鋳
造
さ
れ
た
台
砲
が
、
ラ
ン
ソ
ン
の
勝

利
に
貢
献
し
て
い
る

）
27
（

。

　

海
外
ま
で
知
れ
わ
た
っ
た
鉄
鍋
を
筆
頭
と
す
る
手
工
業
の
種
類
は
一
七
〇
行
を
数

え
、
紡
績
や
織
布
の
職
人
は
一
万
人
を
越
え
た
と
い
う
。
仏
山
に
は
刻
書
業
、
印
刷

業
、
製
本
業
が
集
ま
り
、
多
く
の
労
働
者
を
か
か
え
て
安
価
な
出
版
が
行
わ
れ
て
い

た
。
印
刷
と
頁
折
り
に
は
多
く
の
人
手
を
必
要
と
し
、
盛
時
に
は
千
人
を
下
ら
な
い

人
々
が
働
き
、
清
末
・
民
国
初
に
は
大
小
二
〇
の
書
房
を
数
え
た
。
印
刷
方
法
も
木

版
か
ら
石
印
、
鉛
活
字
へ
と
発
展
し
、
書
物
は
南
洋
群
島
へ
と
販
売
さ
れ
た

）
28
（

。
年
画

の
印
刷
も
盛
ん
で
、
ベ
ト
ナ
ム
に
は
「
安
南
画
」
と
し
て
輸
出
さ
れ
た
こ
と
も
注
意

さ
れ
る

）
29
（

。
書
物
の
輸
出
は
、
一
九
世
紀
末
の
コ
ー
チ
シ
ナ
で
も
続
い
て
い
た
こ
と
が

指
摘
さ
れ
て
い
る

）
30
（

。
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書
名

文字
刊
年

著
者
・
考
訂
者
・
序

刊
行
地
・
販
売
地

備
考

文
庫

ラ
イ

デ
ン

遺
産

提
要

張
　

秀
民

劉
5
劉
7

1
皇
越
地
輿
誌

漢
1872
壬
申
年
新
鐫

嘉
定
城
鳳
油
里

惟
明
氏
序

金
玉
楼
蔵
板

在
提
岸

 和
源
盛
発
客
『
書
目
』「
仏
国
蘆
氏
ノ
蔵
本
」
に
よ
る
上
梓

▲
○

9
1485

1419
4

○
○

2
南
圻
六
省
地
輿
誌
漢
  72
壬
申
年
新
鐫

惟
明
氏
撰

嘉
定
城
鳳
油
里

居
士
惟
明
氏
序

在
提
岸
大
市

 広
盛
南
発
客
［
提
要
］
1833　

広
盛
南
大
市
刊
（
パ
リ
蔵
）

別
名
『
南
圻
地
輿
誌
』

20
2245

1481
3

○
○

3
金
雲
翹
新
伝

喃
  72

天
子
万
万
年

歳
在
壬
申
春
重
刊
僊
田
礼
参
阮
侯
撰

南
越
嘉
定
城
居
士

惟
明
氏
重
刊

粤
東
仏
鎮
福
禄
大
街

　
金
玉
楼
発
兌

［
提
要
］
刊
年
不
明
　
粤
東
文
源
堂
（
パ
リ
蔵
）

16
1756

4922
5

○
○

4
大
南
寔
録
正
編

漢
1873
癸
酉

嘉
定
城
鳳
油
里

惟
明
氏
攷
校

粤
東
仏
鎮
福
禄
大
街

　
宝
華
閣
蔵
板

一
在
提
岸

 広
盛
南
発
客
大
富
浪
沙
国
嘉
定
帥
府
参
辨
官
蘆
嘉
陵
謹
序

［
遺
産
］
蘆
嘉
陵
＝
Legrand de la Liraye, 惟

明
氏
＝
陳
光
光
▲
○

882
序
論

0163
○

○

5
大
南
国
史
演
歌

漢喃
1874
同
治
甲
戌
年
新
刊
嘉
定
城

惟
明
氏
付
梓

粤
東
仏
鎮
福
禄
大
街

　
金
玉
楼
蔵
板

在
提
岸

 和
源
盛
発
客
［
張
秀
民
］
1870　

致
中
堂
蔵
版
（
北
京
図
書
館
蔵
）

　
　
　
　
 1908　

観
文
堂
蔵
板

6B
867

0261
5

○

6
仕

書
集

喃
  74
甲
戌

阮
居
貞
編
撰

嘉
定
城
惟
明
氏
訂
正
仏
山
鎮
福
禄
街

　
金
玉
楼

▲
2951

4886
○

○

7
雲
仙
古
跡
新
伝

喃
  74
甲
戌

嘉
定
城

惟
明
氏
訂
正

仏
鎮
金
玉
楼

［
劉
5・
劉
7］
1880　

粤
東
陳
村
永
和
源
蔵
板

別
名
『
陸
雲
仙
伝
』『
雲
仙
』

4244
▲
4825

○
○

8
昭
君
貢
胡
書

喃
1875
乙
亥

惟
明
氏
撰

粤
東
仏
山
鎮

　
近
文
堂

提
岸
 和
源
盛
発
售
［
提
要
］
1885　

仏
山
鎮
天
宝
楼

別
名
『
昭
君
新
伝
』『
昭
君
貢
朗
伝
』

▲
454

4814
○

○

9
白
鼠
書
集

喃
  75
乙
亥
年
初
刊

楊
徳
号
訂
正

粤
東
仏
山
福
禄
大
街

　
金
玉
楼
蔵
板

在
提
岸

 広
浩
源
店
発

 售
2

5
○

10
林
生
林
瑞
伝

喃
1876
丙
子
年
新
刊

意
豊
号
訂
正

粤
東
省
仏
山
鎮

　
近
文
堂
蔵
板

提
岸
 大
市
広
盛
南

 発
售

17
○

11
李
公
新
伝

喃
  76
丙
子
年
刊

楊
明
徳
撰

粤
東
陳
村

　
永
和
源

提
岸
 和
源
泰
発
售
［
劉
5・
劉
7］
1876　

粤
東
字
林
書
局

　
　
　
　
　
　
1876　

粤
東
永
和
源

1933
4779

○
▲
○

12
李
公
新
書

喃
  76
丙
子
年
新
刊

楊
明
徳
撰

明
章
氏
訂
正

粤
東
陳
村

　
永
和
源
蔵
板

提
岸
 和
源
泰
発
售
［
文
庫
］
表
紙
　
福
禄
大
街
天
宝
楼
書
局
出
版

　
　
　
　
　
版
心
・
李
公
新
書
・
宝
華
書
局
板

○
18

5
○

○

13
西
遊
演
歌
二
本

喃
1878
戌
寅
年
新
鋟

嘉
定
惟
明
氏
撰

粤
東
陳
村

　
永
和
源
蔵
板

提
岸
 和
源
盛
発
售
序
：
春
月
成
于
西
寧
著

30
5

○

14
許
使
新
書

喃
1879
光
緒
己
卯
年
新
刻
楊
徳
氏
訂
正

粤
東
陳
村

　
永
和
源
蔵
板

在
提
岸
大
市

 和
源
盛
発
售

12
○

15
三
国
志
国
語
本

喃
1880
光
緒
庚
辰
年
重
刻

仏
鎮
福
禄
大
街

　
文
元
堂
蔵
板

27
5

○

16
趙
五
娘
新
書

喃
1887
丁
亥
新
□

鳳
油
里

明
章
号
訂
正

宝
華
閣
板

広
盛
南
発
售

版
心
に
宝
華
閣
板
と
あ
り

▲
○

○
○

17
新
撰
詞
札

漢
  87
丁
亥

黄
静
斎
撰

天
宝
楼

3199
▲
4240

○

別
表
　
仏
山
版
一
覧
表
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18
如
西
日
程

喃
1890
庚
寅

張
明
記
撰
・
序

広
東
仏
山
鎮

　
天
宝
楼

▲
2565

1369
○

○

19
陳
詐
婚
演
歌

喃
1893
癸
巳

鳳
油
里

明
章
訂
正

粤
東
　
宝
華
閣

［
提
要
］
1908　

粤
東
英
文
堂
　

［
遺
産
］
明
章
,惟
明
氏
は
安
平
（
チ
ョ
ロ
ン
）
＝
ザ
ウ
村
の
陳
光
光

▲
3857

4766
○

○

20
小
山
后
演
歌

喃
1894
己
亥
年
新
鐫

嘉
定
省
城

金
声
号
新
撰

中
国
仏
鎮

　
宝
華
閣
蔵
板

安
南
提
岸

 広
盛
南
発
兌
末
葉
に
発
売
地
記
載

［
提
要
］
1894　

光
緒
甲
午
　
明
章
氏
訂
正
　
仏
鎮
宝
華
閣
蔵
板

▲
○

3750
4748

○
○

21
丁
劉
秀
演
歌

喃
  94
光
緒
20
年

仏
鎮
　
宝
華
閣

［
劉
5・
劉
7］
1871　

宝
華
閣

▲
1023

4745
○

○

22
観
音
演
歌
新
伝

喃
1896
丙
申
年
新
刊

明
章
号
訂

宝
華
閣
蔵
板

▲
○

○
○

23
楊
王
古
跡

喃
19
世
紀
後
半

明
章
先
生
著

粤
東
省
仏
鎮
福
禄
大
街

　
天
宝
楼
梓
行

広
東
街

 広
盛
南
蔵
板

4
5

○

24
幼
学
詩
演
義

漢喃
19
世
紀
？

藩
城
福
斎
先
生
著

粤
東
鎮
福
禄
街

　
天
宝
楼
梓
行

広
東
街

 広
盛
南
板

1
5

○

25
千
字
文
演
義

漢喃
19
世
紀
？

藩
城
福
斎
先
生
著

粤
東
鎮
福
禄
街

 天
宝
楼
梓
行

広
東
街

 広
盛
南
板

〔
張
秀
民
〕
粤
東
仏
鎮
文
元
堂
板

32
5

○

26
三
字
経
演
義

漢喃
19
世
紀
？

藩
城
福
斎
先
生
著

粤
東
鎮
福
禄
大
街

　
天
宝
楼
梓
行

〔
張
秀
民
〕
粤
東
仏
鎮
文
元
堂
板

28
5

○

27
訓
蒙
一
曲
歌

漢喃
紹
治
年

広
南
挙
人

近
文
堂
蔵
板

和
源
盛
発
售

13
5

○

28
金
龍
赤
鳳
全
集

喃
19
世
紀
？

粤
東
　
近
文
堂
蔵
板

提
岸
 和
源
盛
発
售
［
文
庫
］
扉
　
□
盛
南
桟
蔵
板
　
提
岸
広
盛
南
発
售

　
　
　
末
葉
に
仏
山
宝
華
閣
蔵
板

○
14

1735
4762

5
○

○

29
三
国
誌
国
語

喃
19
世
紀
？

広
東
仏
鎮

　
近
文
堂
板

広
東
街

 和
源
盛
発
售

26
5

○

30
封
神
邑
伯
考
全
集

喃
19
世
紀
？

広
東
仏
鎮

　
近
文
堂
板

広
東
街

 和
源
盛
発
售

23
5

○

31
近
文
堂
状
元
幼
学
詩
漢喃

広
東
仏
山

　
近
文
堂

▲
○

32
白
猿
新
伝

喃
粤
東
仏
山
鎮

　
天
宝
楼

87
4795

○
▲
○

 
文
庫
＝
東
洋
文
庫
蔵

 
ラ
イ
デ
ン
＝
『
ラ
イ
デ
ン
書
目
』
番
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
刊
年
等
書
誌
記
載
は
『
ラ
イ
デ
ン
書
目
』
に
拠
る
。

 
遺
産
＝
『
越
南
漢
喃
遺
産
書
目
提
要
』
番
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　『
ラ
イ
デ
ン
書
目
』
未
記
載
の
書
物
に
つ
い
て
は
▲
印
で
出
典
を
示
す
。

 
提
要
＝
『
越
南
漢
喃
文
献
目
録
提
要
』
番
号

 
張
秀
民
3
＝
「
中
越
関
係
書
目
続
編
（
乙
）
2001-2

 
      4

＝
「
同
上
」（
三
）
2002-1

 
      5

＝
「
同
上
」（
四
）
2002-2

 
劉
5
＝
劉
玉
「
論
古
代
中
越
書
籍
形
式
的
文
化
関
係
」
2005

 
劉
7
＝
同
上
『
越
南
漢
喃
古
籍
的
文
献
学
研
究
』
2007
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現
在
、
隆
盛
を
極
め
た
仏
山
出
版
業
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
す
で
に
二
〇
〇
二

年
の
時
点
で
、
陳
慶
浩
氏
は
書
房
の
痕
跡
も
資
料
も
見
い
だ
せ
な
い
こ
と
を
慨
嘆
し

て
い
る

）
31
（

。
し
か
し
、
往
事
の
一
斑
は
、
書
目
に
載
っ
た
仏
山
版
に
よ
っ
て
探
れ
る
の

で
は
な
い
か
。
別
表
を
見
よ
う
。

　

別
表
に
見
る
よ
う
に
、
全
三
二
点
の
内
訳
は
字
喃
本
（
喃
本
）
が
二
二
点
、
漢
喃

本
が
六
点
、
漢
字
本
が
四
点
、
大
半
を
ベ
ト
ナ
ム
俗
文
学
の
字
喃
本
が
占
め
て
い
る
。

漢
喃
本
は
、
５
『
大
南
国
史
演
歌
』、
24
『
幼
学
詩
演
義
』、
25
『
千
字
文
演
義
』、
26

『
三
字
経
演
義
』、
27
『
訓
蒙
一
曲
歌
』、
31
『
近
文
堂
状
元
幼
学
詩
』
で
、
ベ
ト
ナ
ム

通
史
『
大
南
国
史
演
歌
』
以
外
は
教
育
用
の
啓
蒙
書
で
あ
る
。
漢
字
本
は
、
惟
明
氏

の
名
の
あ
る
史
書
三
点（
１
・
２
・
５
）を
除
く
と
公
文
書
の
文
例
集
で
あ
る
17『
新

撰
詞
札
』
の
み
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
書
物
に
中
国
で
需
要
が
あ
っ
た
と
は
思
わ
れ
な

い
。

　

三
二
点
の
な
か
で
惟
明
氏
の
存
在
は
際
立
っ
て
い
る
。
惟
明
氏
は
、
１
『
皇
越
地

輿
誌
』
で
仏
山
版
の
口
火
を
切
っ
た
後
、
２
『
南
圻
六
省
地
輿
誌
』、
３
『
金
雲
翹
新

伝
』、
４
『
大
南
寔
録
正
編
』、
５
『
大
南
国
史
演
歌
』、
６
『
仕

書
集
』、
７
『
雲

仙
古
跡
新
伝
』、
８
『
昭
君
貢
胡
書
』
の
八
点
を
一
八
七
二
年
か
ら
三
年
間
に
、
一
八

七
八
年
に
は
『
西
遊
演
歌
二
本
』、
計
九
点
を
刊
行
し
て
い
る
。

　

さ
て
、
劉
玉

氏
は
、
仏
山
版
の
四
つ
の
特
徴
を
あ
げ
て
惟
明
氏
に
注
目
し
て
い

る
）
32
（

。（
一
）
刊
刻
が
仏
山
で
行
わ
れ
、（
2
）
内
容
は
俗
文
学
を
主
と
し
、（
3
）
校
訂

の
大
部
分
は
惟
明
氏
で
あ
り
、（
4
）
刊
行
後
は
広
東
と
提
岸
の
商
号
を
つ
う
じ
て
販

売
さ
れ
た
。
四
つ
の
特
徴
の
関
連
性
に
つ
い
て
の
劉
玉

氏
の
説
明
を
み
よ
う
。
仏

山
は
刻
書
業
が
盛
ん
で
、
広
東
の
有
名
な
俗
文
学
木
魚
書
の
出
版
地
で
も
あ
り
、
近

文
堂
、
天
宝
楼
は
そ
の
主
要
な
刻
書
坊
で
あ
っ
た
。
広
東
は
、
歴
史
的
に
み
て
ベ
ト

ナ
ム
と
の
海
上
貿
易
、
交
通
が
絶
え
な
い
。
一
方
、
ベ
ト
ナ
ム
の
惟
明
氏
は
嘉
定
の

華
僑
で
、
嘉
定
は
華
僑
が
開
発
し
た
土
地
で
あ
る
。
提
岸
と
は
嘉
定
の
柴
棍
鋪
で
あ

り
大
市
（
チ
ョ
ロ
ン
）
を
意
味
し
、
現
在
の
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
に
属
す
る
。
惟
明
氏
は
、

書
物
を
仏
山
で
刊
刻
さ
せ
、
中
国
と
ベ
ト
ナ
ム
の
商
号
を
通
じ
て
ベ
ト
ナ
ム
で
流
通

さ
せ
た
。
す
な
わ
ち
仏
山
の
刻
書
業
、
ベ
ト
ナ
ム
と
の
地
理
的
連
繋
、
文
化
の
密
切

さ
が
、
惟
明
氏
の
事
業
を
可
能
と
し
た
と
結
論
す
る

）
33
（

。

　

仏
山
の
刻
書
書
坊
は
、
仏
山
版
の
刊
行
期

│
同
治
（
一
八
六
二
│
七
四
）、
光
緒

（
一
八
七
四
│
一
九
〇
八
）
年
間
に
一
二
が
知
ら
れ
て
い
る
。

古
文
堂　

敬
慎
堂　

翰
文
堂　

金
玉
楼　

天
宝
楼　

文
光
楼　

会
光
楼　

翰
宝

楼　

天
禄
閣　

連
元
閣　

天
吉
閣　

字
林
書
局

で
あ
る

）
34
（

。
さ
ら
に
清
代
か
ら
民
国
初
期
ま
で
つ
づ
い
た
書
房
と
し
て

近
文
堂　

龍
文
堂　

五
経
堂　

文
華
閣　

宝
華
閣　

威
徳
印
務
公
司

の
名
も
伝
わ
る

）
35
（

。『
正
編
』
に
か
か
わ
る
天
宝
楼
、
宝
華
閣
の
名
が
確
認
で
き
る
。

　

近
年
、
明
清
期
の
出
版
業
に
つ
い
て
の
研
究
は
、
中
国
の
み
な
ら
ず
日
本）

36
（

、
ア
メ

リ
カ
で
も
盛
ん
で
あ
る
。
中
国
は
ア
メ
リ
カ
人
研
究
者
の
現
地
調
査
を
受
け
入
れ
、

清
か
ら
中
華
民
国
期
に
お
よ
ぶ
福
建
省
の
書
房
の
事
例
が
、
解
明
さ
れ
た
。
Ｃ
・
ブ

ロ
カ
ウ
氏
の
大
作
『
文
化
に
お
け
る
商
業

│
福
建
省
四
堡
の
出
版
業
』（
二
〇
〇

七
）
37
（

）
で
あ
る
。
Ｃ
・
ブ
ロ
カ
ウ
氏
の
聞
き
取
り
調
査
に
は
、
四
堡
と
仏
山
の
書
房
間

の
連
繋
を
示
す
資
料
が
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
各
地
の
出
版
業
に
つ
い
て
の
現
地

調
査
が
進
め
ば
、
す
で
に
失
わ
れ
た
仏
山
出
版
業
の
実
態
、
書
房
の
特
徴
な
ど
を
復

元
し
う
る
可
能
性
が
あ
ろ
う
。
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以
下
、『
正
編
』
の
文
庫
蔵
本
に
と
っ
て
問
題
と
な
る
版
木
の
移
動
に
つ
い
て
、
四

堡
の
資
料
を
み
て
い
こ
う
。
ブ
ロ
カ
ウ
氏
の
研
究
は
、「
金
玉
楼
蔵
板
」
の
版
心
を
も

つ
版
木
を
宝
華
閣
が
入
手
し
て
、
版
心
に
元
書
房
名
を
残
し
た
ま
ま
で
『
正
編
』
を

印
刷
し
刊
行
し
た
こ
と
が
、
異
例
で
は
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

　

出
版
の
な
か
で
も
っ
と
も
経
費
を
要
す
る
の
は
、
刻
書

│
版
木
制
作
で
あ
る
。

商
業
出
版
に
と
っ
て
コ
ス
ト
の
軽
減
と
な
る
安
価
な
版
木
の
入
手
は
重
要
だ
。
広
東

省
広
州
府
順
徳
県
の
馬
崗
で
は
農
民
の
娘
や
妻
が
刻
書
に
従
事
し
、
結
果
と
し
て
工

賃
の
安
さ
が
安
価
な
版
木
を
う
ん
だ
。
版
木
は
運
搬
に
耐
え
る
た
め
、
馬
崗
の
版
木

の
安
さ
は
輸
送
費
を
償
っ
て
余
り
が
あ
っ
た

）
38
（

。
出
版
業
の
盛
ん
な
江
南
か
ら
も
発
注

が
あ
り
、
蘇
州
の
書
房
も
遠
路
を
赴
い
て
い
る

　

書
房
に
と
っ
て
書
物
の
選
定
は
、
売
れ
行
き
を
左
右
す
る
死
活
問
題
で
あ
る
。
売

れ
行
き
の
よ
い
書
物
や
版
木）

39
（

の
需
要
は
、
大
き
か
っ
た
。
四
堡
の
例
を
み
よ
う
。
仏

山
と
の
関
係
に
し
ぼ
る
と
、
一
九
世
紀
後
期
に
林
蘭
堂
は
仏
山
の
書
房
か
ら
書
物
を

購
入
し
た
り
、
版
木
を
購
入
あ
る
い
は
賃
借
し
た
。
清
後
期
に
文
海
楼
は
、
仏
山
の

小
売
店
連
元
閣
（
前
掲
の
一
二
の
書
房
の
一
）、
崇
白
堂
へ
刊
本
を
卸
し
て
い
る
。
そ

し
て
萃
雲
楼
は
、
日
付
は
欠
く
も
の
の
仏
山
の
い
く
つ
か
の
店
と
の
売
買
の
簡
潔
な

記
録
を
残
す

）
40
（

。
仏
山
と
四
堡
の
間
に
上
記
の
よ
う
な
か
な
り
広
範
な
関
係
が
あ
っ
た

と
す
る
と
、
仏
山
と
提
岸
と
の
関
係
は
、
国
内
の
四
堡
と
海
外
の
提
岸
と
い
う
違
い

だ
け
で
、
卸
し
│
小
売
り
と
い
う
関
係
は
同
じ
で
は
な
い
か
。

　

ベ
ト
ナ
ム
に
お
け
る
書
房
間
の
卸
し
│
小
売
り
関
係
に
つ
い
て
は
、
ハ
ノ
イ
と
会

安
（
ホ
イ
ア
ン
）
の
例
が
あ
る

）
41
（

。
も
と
も
と
一
四
世
紀
に
中
国
か
ら
導
入
さ
れ
た
印

刷
術
は
、
限
ら
れ
た
地
│
ハ
ノ
イ
、
ナ
ム
デ
ィ
ン
、
フ
エ
等
に
集
中
し
、
出
版
業
が

全
土
に
発
展
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た

）
42
（

。
越
南
本
の
出
版
業
は
、
刻
工
の
偏
在
に
特

徴
が
あ
り
、
女
性
労
働
の
産
物
と
し
て
の
安
価
な
版
木
は
、
存
在
し
な
か
っ
た
と
い

え
よ
う
。
安
価
な
版
木
が
仏
山
へ
中
国
各
地
か
ら
書
房
を
吸
引
し
た
と
す
れ
ば
、
ベ

ト
ナ
ム
の
商
業
出
版
者
が
、
海
路
で
結
ば
れ
た
仏
山
か
ら
版
木
、
書
物
の
獲
得
を
図

る
の
は
当
然
で
あ
ろ
う
。

　

さ
ら
に
ブ
ロ
カ
ウ
氏
は
、
書
房
は
入
手
し
た
版
木
に
刻
ま
れ
た
元
の
所
有
者
（
書

房
）
名
を
取
り
換
え
る
骨
折
り
を
し
な
い
こ
と
も
、
指
摘
し
て
い
る

）
43
（

。
東
洋
文
庫
蔵

『
正
編
』
に
戻
る
と
、
同
書
の
扉
に
「
宝
華
閣
蔵
板
」
と
刻
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
図

Ａ
で
明
ら
か
で
あ
る
。
刊
年
不
明
の
同
書
の
版
心
「
金
玉
楼
蔵
板
」（
図
Ｂ
）
の
文
字

は
、
一
八
七
三
年
刊
の
ハ
ノ
イ
蔵
本
と
一
致
す
る
。
そ
こ
で
東
洋
文
庫
蔵
本
は
、
な

ん
ら
か
の
理
由
で
版
木
が
金
玉
楼
か
ら
宝
華
閣
に
移
っ
た
後
に
刷
ら
れ
た
と
推
定
で

き
る
。
別
表
に
よ
れ
ば
、「
蔵
板
」
と
し
て
宝
華
閣
の
名
が
現
れ
る
の
は
一
八
八
七
年

が
初
出
で
あ
る
。
一
八
七
〇
年
代
に
初
版
が
金
玉
楼
か
ら
刊
行
さ
れ
た
『
正
編
』
は

好
評
で
売
れ
行
き
が
よ
く
、
宝
華
閣
が
版
木
を
入
手
し
て
一
八
八
〇
年
代
以
降
に
同

版
で
刊
行
し
た
の
で
は
な
い
か
。

　

仏
山
版
の
特
徴
は
、
仏
山
の
書
房
で
刊
行
さ
れ
た
書
物
が
ベ
ト
ナ
ム
に
運
ば
れ
、

コ
ー
チ
シ
ナ
の
チ
ョ
ロ
ン
の
華
人
の
商
号
に
よ
っ
て
販
売
さ
れ
た
こ
と
に
あ
る
。
例

え
ば
宝
華
閣
が
刊
行
し
た
『
正
編
』
は
、
広
盛
南
か
ら
発
売
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り

版
元
と
販
売
元
の
商
号
が
異
な
る
。
版
元
は
中
国
に
居
り
、
販
売
元
は
ベ
ト
ナ
ム
に

居
る
。
版
元
は
清
国
の
漢
族
で
あ
り
、
販
売
元
は
コ
ー
チ
シ
ナ
の
華
人
で
あ
る
。
中

国
に
発
注
し
て
刊
行
さ
れ
た
越
南
本
を
、ベ
ト
ナ
ム
の
華
人
が
販
売
し
た
の
で
あ
る
。

チ
ョ
ロ
ン
は
、
フ
ラ
ン
ス
植
民
地
下
の
華
人
が
精
米
業
を
初
め
と
し
て
ベ
ト
ナ
ム
の
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注（
1
） 

ベ
ト
ナ
ム
の
書
厄
に
つ
い
て
張
秀
民
氏
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。「
ベ
ト
ナ
ム
人
は
書

厄
と
し
て
四
つ
を
あ
げ
る
。
一
厄
は
一
三
七
一
年
、
チ
ャ
ン
パ
の
タ
ン
ロ
ン
城
（
ハ
ノ
イ
）

攻
略
、
二
厄
は
一
四
一
八
年
、
明
の
征
服
（
一
説
で
は
明
将
の
張
輔
が
、
古
今
の
書
物
す
べ

て
を
金
陵
へ
送
っ
た
）、
三
厄
は
一
五
一
六
年
、
陳
暠
の
乱
、
四
厄
は
一
五
九
二
年
、
後
黎

朝
の
タ
ン
ロ
ン
城
回
復
。
わ
た
し
は
二
厄
を
加
え
る
。
陳
朝
初
の
モ
ン
ゴ
ル
の
侵
入
、
ハ
ノ

イ
解
放
時
の
フ
ラ
ン
ス
軍
に
よ
る
略
取
を
加
え
、
ベ
ト
ナ
ム
は
前
後
六
回
の
書
厄
を
蒙
っ

て
い
る
。」（「『
中
越
関
係
書
目
』
続
編
」『
中
国
東
南
亜
研
究
会
通
訊
』
二
〇
〇
一
│
一
）。

（
2
） 

阮
朝
実
録
に
つ
い
て
は
以
下
の
拙
稿
を
参
照
。①「
道
光
五
旬
節
慶
賀
使
節
を
中
心
と
し

て
（「『
大
南
寔
録
』
の
成
立
過
程
」
跡
見
学
園
女
子
大
学
『
フ
ォ
ー
ラ
ム
』
一
八
、
二
〇
〇

〇
年
三
月
）
②
「
フ
ラ
ン
ス
支
配
下
に
お
け
る
変
質
を
中
心
と
し
て
」（「
同
上
（
二
）」『
拓

殖
大
学
論
集
』
二
四
一
（
人
文
・
自
然
・
人
間
科
学
研
究
五
）
二
〇
〇
一
年
五
月
）
③
「
阮

朝
の
編
纂
事
業
を
中
心
に
」（「
同
上
（
三
）」『
同
上
』
二
五
〇
、
二
〇
〇
三
年
三
月
）
④

「『
正
編
第
四
紀
』
の
黒
旗
軍
記
事
に
み
る
編
纂
意
図
」（「
同
上
（
四
）」『
跡
見
学
園
女
子
大

学
文
学
部
紀
要
』
四
）、
二
〇
〇
八
年
三
月
）
⑤
「
謝
貴
安
『
中
国
実
録
体
史
学
研
究
』
を

め
ぐ
っ
て
」（「
同
上
（
五
）」『
同
上
』
四
二
│
一
、
二
〇
〇
九
年
三
月
）。

（
3
） 

以
下
、「
安
南
本
」
と
い
う
呼
称
か
ら
の
脱
却
を
明
示
す
る
意
味
も
あ
り
「
越
南
本
」
を

使
用
。
漢
喃
本
は
、
広
義
で
は
本
稿
の
使
用
す
る
越
南
本
と
重
な
る
が
、
狭
義
で
は
表
記
と

し
て
漢
字
・
字
喃
併
用
の
書
物
を
指
し
、
書
目
で
「
漢
」「
漢
喃
」「
喃
」
と
い
う
表
記
に
使

わ
れ
る
。

（
4
） 

同
書
の
奥
付
の
編
纂
者
は
、財
団
法
人
東
洋
文
庫
古
代
史
研
究
委
員
会
で
あ
る
が
、序
に

後
藤
均
平
氏
が
編
者
で
あ
る
こ
と
、
編
纂
の
経
緯
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。

（
5
） 

張
秀
民
氏
は
、表
記
に
使
用
さ
れ
た
文
字
で
漢
喃
本
が
、純
粋
漢
文
・
漢
文
字
喃
対
照
・

純
字
喃
・
国
語
＝
現
在
の
ラ
テ
ン
化
ベ
ト
ナ
ム
語（
ク
オ
ッ
ク
グ
ー
）に
四
分
さ
れ
る
こ
と

を
指
摘
（
張
秀
民
著
・
韓
琦
増
訂
『
中
国
印
刷
史
』
下
〔
浙
江
古
籍
出
版
社　

二
〇
〇
六
〕

六
九
二
│
九
三
頁
）。
字
喃
本
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
は
、
劉
玉

「

論
古
代
中
越
書
籍

形
式
的
文
化
関
係
」（『
域
外
漢
籍
研
究
集
刊
』
第
三
期　

中
華
書
局　

二
〇
〇
五
）
が
注
目

し
て
い
る
。

（
6
） 

永
田
安
吉
氏
蔵
書
に
つ
い
て
の
最
初
の
報
告
は
、
石
田
幹
之
助
氏
が
一
九
三
三
年
に
行

な
っ
た
（「
三
松

読
書
記
（
二
）」『
史
学
雑
誌
』
一
九
三
三
│
一
二
）。
書
目
は
二
年
後
に

公
表
さ
れ
た
（「
東
洋
文
庫
所
蔵
安
南
本
目
録
」『
史
学
』
一
四
│
二
、
一
九
三
五
）。

（
7
） 

付
表
１
に
み
る
よ
う
に
『
大
南
寔
録
』
は
、
中
国
型
実
録
の
概
念
と
は
異
な
る
構
成
を
と

っ
て
い
る
。
注
（
２
）
に
あ
げ
た
よ
う
に
筆
者
は
、
阮
朝
実
録
の
特
徴
の
解
明
を
進
め
て
お

り
、
そ
の
一
環
と
し
て
先
行
研
究
が
と
り
あ
げ
て
い
な
い
同
名
異
書
『
大
南
寔
録
正
編
』
の

存
在
に
つ
い
て
究
明
し
た
い
。

（
8
） 

後
藤
均
平
氏
は
、
文
庫
蔵
『
欽
定
越
史
通
鑑
網
目
』
を
典
型
と
し
、
石
田
幹
之
助
氏
の
説

（
本
稿
注
（
６
））
を
参
照
す
る
よ
う
促
し
て
い
る
（『
東
洋
文
庫
蔵
越
南
本
書
目
』
参
照
）。

張
秀
民
氏
は
、宋
代
の
装
訂
が
書
架
に
書
物
を
直
立
さ
せ
る
た
め
に
硬
い
表
紙
を
も
ち
、書

根
に
書
名
・
巻
数
を
記
入
す
る
こ
と
、
お
よ
び
ベ
ト
ナ
ム
阮
朝
の
刊
本
に
は
往
々
に
し
て

書
根
に
書
名
を
直
書
し
た
も
の
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
（『
張
秀
民
印
刷
史
論
文
集
』
印

刷
工
業
出
版
社　

一
九
八
八　

二
九
六
頁
。
前
掲
『
中
国
印
刷
史
』
上
、
一
五
八
頁
）。
越

南
本
の
装
訂
が
宋
代
の
様
式
を
伝
え
る
こ
と
は
、
中
国
上
海
復
旦
大
学
古
籍
整
理
研
究
所

教
授
陳
正
宏
氏
も
強
調
す
る
（「
東
ア
ジ
ア
出
版
文
化
に
於
け
る
越
南
本
（
ベ
ト
ナ
ム
本
漢

籍
）の
意
義

│
慶
応
義
塾
図
書
館
蔵
本
・
東
北
大
学
蔵
本
を
例
に

│
」第
二
十
二
回
斯

道
文
庫
講
演
会　

二
〇
〇
八
年
七
月
四
日
）。漆
引
き
の
表
紙
に
つ
い
て
は
、松
尾
信
広『
ベ

ト
ナ
ム
古
文
献
（
ハ
ン
ノ
ム
）
研
究
院
所
蔵
文
献
に
関
す
る
第
一
次
調
査
の
報
告
と
提
言
』

（
東
洋
文
庫　

一
九
九
七
）
を
参
照
。
松
尾
氏
は
、
厚
手
の
越
南
紙
の
表
紙
が
、
数
十
年
単

米
を
牛
耳
っ
て
い
た
こ
と
で
、
有
名
で
あ
る
。
米
貿
易
の
中
心
地
チ
ョ
ロ
ン
は
、
仏

山
版
に
よ
っ
て
も
中
国
と
結
ば
れ
て
い
た
。
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『大南寔録』の成立過程（六―Ａ）
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位
の
長
期
保
存
に
耐
え
、漆
塗
り
の
場
合
は
丈
夫
で
、防
湿
・
防
虫
効
果
も
あ
る
こ
と
を
指

摘
し
て
い
る
。

（
9
） 

阮
朝
実
録
が
「
寔
録
」
と
称
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
陳
荊
和
氏
は
「
寔
」
字
使
用
を
ベ
ト

ナ
ム
独
自
の
漢
字
遣
い
と
明
命
帝
の
皇
后
の
避
諱
と
に
よ
る
と
解
さ
れ
た
（「『
大
南
寔
録
』

と
阮
朝
鈔
本
に
つ
い
て
」『
稲
・
舟
・
祭

│
松
本
信
廣
先
生
追
悼
論
文
集
』
一
九
八
二
）。

「
寔
」
と
「
実
」
は
ク
オ
ッ
ク
グ
ー
で
はthnc

と
表
記
さ
れ
る
。『
遺
産
』『
提
要
』
と
も
に

「
実
」
で
採
録
し
て
い
る
こ
と
は
、
現
代
ベ
ト
ナ
ム
に
お
け
る
漢
字
へ
の
馴
染
み
の
な
さ
を

示
し
て
い
る
。
注
（
12
）
オ
ワ
イ
ン
論
文
参
照
。

（
10
） 

横
組
の
同
書
は
次
の
よ
う
な
略
号
を
使
用
。
Ｖ
（
巻
）、
ℓ
．（
丁
〈
葉
〉）、
Ｎ
（
注
釈
）

単
位
は
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。

（
11
） 

第
三
節
で
と
り
あ
げ
る
よ
う
に
ベ
ト
ナ
ム
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
語
の
漢
字
表
記
は
変
化

し
て
お
り
、「
富
浪
沙
」
を
使
用
し
た
時
期
は
特
定
で
き
る
。
書
物
の
刊
行
時
期
と
関
わ
る

重
要
な
鍵
で
あ
る
。
原
文
保
存
の
大
切
さ
を
示
す
一
例
。

（
12
） 

本
書
は
、ベ
ト
ナ
ム
社
会
科
学
委
員
会
と
フ
ラ
ン
ス
極
東
学
院
と
の
合
作
で
あ
り
、フ
ラ

ン
ス
語
書
名
（C

atalogue des Livres en H
annom

）
も
持
つ
。
編
者
はT

チ
ャ
ン

ran N

ギ

ghia

（
陳
義
）
とFrancçisq G

ros 

こ
の
書
目
の
問
題
点
（
欠
陥
）
は
オ
ワ
イ
ン
氏
が
指
摘

（N

グ

エ

ン

guyen T

テ
ィ

hi O

オ
ワ
イ
ン

anh  

清
水
政
明（
訳
）「
漢
字
・
字
喃
研
究
院
所
蔵
文
献

│
現
代
と
課

題
」『
文
学
』
二
〇
〇
五
年
一
一
・
一
二
月
号
）。
オ
ワ
イ
ン
氏
は
、
植
民
地
下
の
ベ
ト
ナ
ム

で
フ
ラ
ン
ス
極
東
学
院
図
書
館
が
実
施
し
た
古
書
買
上
政
策
を
、
正
負
両
面
か
ら
特
記
す

る
。
そ
こ
に
掲
げ
ら
れ
た
「
ベ
ト
ナ
ム
漢
字
・
字
喃
資
料
の
歴
史
」
は
、
独
立
後
の
ベ
ト
ナ

ム
に
お
け
る
書
誌
学
が
直
面
し
た
困
難
を
髣
髴
さ
せ
る
の
で
転
載
す
る
。（
付
表
２
）

（
13
） 

寔
字
問
題
に
つ
い
て
は
注
（
9
）
参
照
。
付
表
２

（
14
） 

オ
ワ
イ
ン
前
掲
論
文
。

（
15
） 

A. 

424 

抄
本
の
コ
ピ
ー
は
、
扉
か
ら
始
ま
る
が
、
扉
は
図
Ａ
と
一
致
す
る
。

（
16
） 

巻
三
、
三
八
六
頁
。

（
17
） 
巻
一
、
四
六
頁
（
ク
オ
ッ
ク
グ
ー
）、
七
六
頁
（
フ
ラ
ン
ス
語
）。

（
18
） 
劉
玉

氏
は
、「
版
本
鑑
定
の
誤
り
」に
始
ま
り
十
項
目
に
わ
た
っ
て
不
備
を
指
摘
す
る
。

根
底
に
は
中
国
学
術
の
伝
統
で
あ
る
四
部
分
類
を
越
南
本
に
適
用
し
た
こ
と
と
、
劉
氏
の

言
う
「
漢
喃
研
究
院
の
古
籍
概
念
の
あ
い
ま
い
さ
」
の
問
題
が
あ
ろ
う
（「
越
南
漢
喃
文
献

目
録
提
要
商
榷
」
劉
玉

『
越
南
漢
喃
古
籍
的
文
献
学
研
究
』
中
華
書
局　

二
〇
〇
七
）。

付
表
１　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
慶
應
義
塾
大
学
言
語
文
化
研
究
所
版
）

書　

名

皇
帝
名
（
①
〜
⑫
は
継
承
順
を
示
す
）

巻　

数

刊
行
年

景
印
版
巻
数

大
南
寔
録
前
編

広
南
朝　

九
代

一
二
巻

紹
治
四
年

一

大
南
寔
録
正
編

阮
朝

第
一
紀

嘉
隆
①
世
祖
高
皇
帝
（
一
八
〇
二
〜
二
〇
）

六
〇
巻

嗣
徳
元
年

三
―
四

第
二
紀

明
命
②
聖
祖
仁
皇
帝
（
一
八
二
〇
〜
四
〇
）

二
二
〇

巻

嗣
徳
一
四
年

五
―
一
二

第
三
紀

紹
治
③
憲
祖
章
皇
帝
（
一
八
四
一
〜
四
七
）

七
二
巻

嗣
徳
三
〇
年

一
三
―
一
五

第
四
紀

＊
嗣
徳
④
翼
宗
英
皇
帝
（
一
八
四
七
〜
八
三
）

七
〇
巻

成
泰
六
年

一
五
―
一
八

第
五
紀

＊
＊
建
福
⑦
簡
宗
毅
皇
帝
（
一
八
八
三
〜
八
四
）
八
巻

成
泰
一
二
年

一
九

第
六
紀

同
慶
⑨
景
宗
純
皇
帝
（
一
八
八
五
〜
八
八
）

一
一
巻

維
新
三
年

一
九

大
南
列
伝
前
編

広
南
朝

六
巻

嗣
徳
五
年

二

大
南
正
編
列
伝

初
集

阮
朝　
　

嘉
隆

三
三
巻

成
泰
元
年

四

二
集

　
　
　
　

明
命

四
六
巻

維
新
三
年

二
〇

＊　

附
紀

⑤
瑞
国
公
膺

（
一
八
八
三
〜
八
三
）　

⑥
廃
帝
朗
国
公
（
一
八
八
三
〜
八
三
）

＊
＊
附
編

⑧
出
帝
膺

（
咸
宜
帝
）（
一
八
八
四
〜
八
五
）

鈔　
　

本

第
六
紀
附
編

⑩
成
泰
（
一
八
八
九 

〜
一
九
〇
七
）  

両
廃
帝

⑪
維
新
（
一
九
〇
七
〜
一
六
）

二
八
巻

第
七
紀

⑫
啓
定
帝
（
一
九
一
六
〜
二
五
）

一
〇
巻

*
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年代 阮朝期文書館 年代 漢字・字喃書籍
1821 史館書院
1825 蔵書楼
1826 内閣書院
1852 聚奎書院

1900 フランス極東学院（E.F.E.O）設立
1909 新書院 E.F.E.O が保大書院をはじめとする阮朝王宮の蔵

書より書籍の収集、筆写
1923 保大書院

（図書館及びフエの個人蔵書家）
1922 古学院図書館
成立年代
不明

仏教学院図書館
キリスト教修道院
P
フ ア ム

ham Q
ク イ ン

uynh 図書館
1942 内閣書院→文化院（フエ）
1947 第一次インドシナ戦争による書籍紛失

（南部政権時代）

1951 文化院が P
フ ア ム

ham Q
ク イ ン

uynh 文庫を受理
1954 終戦

E.F.E.O の漢字・字喃資料、依然仏管理下に
1958 E.F.E.O より教育部図書館へ移管

1959 文化院蔵書→フエ大学院へ 1959 教育部図書館以下より漢字・字喃書籍受理
─H

ハー

a D
ド ン

ong 文化局図書館
─ L

ロ ン

ong C
ク オ ン

uong C
カ オ

ao X
ス ア ン

uan D
ズツク

uc 図書館
─H

ホ ア ン

oang X
ス ア ン

uan H
ハ ン

an 図書館
─開智進徳会図書館

1960 教育部図書館が中央科学図書館へ譲渡
1963 フエ大学院蔵書→ダラット衙文庫及び国家図

書館へ移管
1967 中央科学図書館の二分

─国家科学技術委員会所属中央科学図書館
─社会科学委員会所属社会科学図書館
漢字・字喃書籍は社会科学委員会所轄に

1970 漢字・字喃委員会設立
（南北統一）

1975 社会科学情報院設立
漢字・字喃書籍は社会科学情報院所轄に

1978 ダラットの資料が在サイゴン第二公文書館へ
移管

1979 漢字・字喃委員会、漢字・字喃研究院に組織変更
社会科学情報院が漢字・字喃資料を漢字・字喃研究
院へ譲渡（郷約資料は保持）

1991 上記資料、在ハノイ第一公文書館へ移管
現在 漢字・字喃研究院、資料収集続行

付表２　ベトナム漢字・字喃資料の歴史

N
グ エ ン

guyen T
テ ィ

hi O
オワイン

anh　清水政明訳「漢字・字喃研究院所蔵文献♪♪現代と課題」『文学』2005 年 11・12 月号
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『大南寔録』の成立過程（六―Ａ）

45

中
国
と
ベ
ト
ナ
ム
の
書
誌
学
上
の
見
解
の
懸
隔
は
、
オ
ワ
イ
ン
氏
に
よ
る
ベ
ト
ナ
ム
事
情

を
勘
案
す
る
と
、
中
国
側
が
「
越
南
本
の
独
自
性
」
に
対
す
る
認
識
不
足
に
も
起
因
す
る
と

思
わ
れ
る
。
オ
ワ
イ
ン
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
現
在
の
よ
う
に
漢
字
・
字
喃
が

使
わ
れ
な
く
な
っ
た
ベ
ト
ナ
ム
に
お
い
て
、過
去
に
お
け
る
民
族
精
神
を
理
解
し
、世
界
の

学
術
潮
流
に
乗
り
遅
れ
な
い
た
め
に
も
、
漢
字
・
字
喃
文
庫マ
マ

は
今
後
も
国
内
の
研
究
者
に

と
っ
て
重
要
な
課
題
と
な
り
続
け
る
で
あ
ろ
う
」（
前
掲
論
文
）。越
南
本
の
独
自
性
に
つ
い

て
は
別
稿
を
予
定
。

（
19
） 『
提
要
』
は
ク
オ
ッ
ク
グ
ー
表
記
の
補
助
符
号
を
省
い
て
い
る
。

（
20
） 

フ
ラ
ン
ス
国
立
図
書
館
東
洋
写
本
室
蔵
。

（
21
） 「
附
録
一　

荷
蘭
萊
頓
大
学
漢
学
院
図
書
館
館
蔵
漢
喃
古
籍
目
録
提
要
」（
劉
春
銀
・
林

慶
彰
・
陳
義
主
編『
越
南
漢
喃
文
献
目
録
提
要
補
遺
』中
央
研
究
院
中
国
文
哲
研
究
所　

二

〇
〇
四
）。

（
22
） 

前
掲
『
中
国
印
刷
史
』
上　

三
九
六
│
九
七
頁
。

（
23
） 

張
秀
民
氏
は
、『
皇
越
地
輿
志
』（
福
禄
大
街
金
玉
楼　

和
源
盛
）
を
と
り
あ
げ
、「
広
東

の
仏
山
の
書
鋪
が
代
刻
し
、
印
刷
後
に
チ
ョ
ロ
ン
の
華
僑
の
商
号
に
運
び
発
売
し
た
の
で

は
な
い
か
」
と
推
定
し
て
い
る
（
前
掲
『
張
秀
民
印
刷
史
論
文
集
』
一
二
頁
。）
越
南
本
書

目
と
し
て
五
編
が
あ
る
。
①
「
中
越
関
係
書
目
（
国
人
著
述
）」『
中
国
東
南
亜
研
究
会
通

訊
』
一
九
九
一
│
二
・
三
、
②
「
中
越
関
係
書
目
続
編
（
甲
）」『
同
上
』
二
〇
〇
一
│
一
、

③
「
中
越
関
係
史
書
目
続
編
（
乙
）」『
同
上
』
二
〇
〇
一
│
二
、
④
「
同
上
（
三
）」『
同

上
』
二
〇
〇
二
│
一
、
⑤
「
同
上
（
四
）」『
同
上
』
二
〇
〇
二
│
二
。「
中
越
関
係
史
書
目

続
編
（
三
）」
で
は
「
中
国
に
流
入
し
た
越
籍
」、
同
（
四
）
で
は
「
広
東
刊
あ
る
い
は
流
入

し
た
喃
本
書
」
が
著
録
さ
れ
て
い
る
。
張
秀
民
氏
は
、
越
南
本
の
書
誌
記
載
に
と
ど
ま
ら

ず
、
書
物
の
序
に
拠
っ
て
筆
者
で
あ
る
フ
ラ
ン
ス
人
、
ベ
ト
ナ
ム
人
の
同
定
も
行
な
っ
た
。

蘆
嘉
陵
、
惟
明
氏
に
つ
い
て
の
張
氏
の
同
定
は
、
第
三
節
、
第
四
節
で
と
り
あ
げ
る
。

（
24
） 

前
掲
『
越
南
漢
喃
古
籍
文
献
学
研
究
』
一
二
四
│
二
七
頁
。

（
25
） B

ulletin de l’É
cole Française D

’E
xtrêm

e-O
rient. LX

X
V

I. 1987.

（
26
） 

明
清
期
に
鉄
鍋
が
日
本
、北
ア
メ
リ
カ
に
も
輸
出
さ
れ
た
の
は
、調
理
具
で
は
あ
る
が
熔

か
し
て
器
具
・
武
器
を
作
る
た
め
と
い
う（
黄
啓
臣「
明
清
珠
江
三
角
洲
的
商
業
与
商
業
資

本
初
探
」〔
広
東
歴
史
学
会
編
『
明
清
広
東
社
会
経
済
形
態
研
究
』
広
東
人
民
出
版
社　

一

九
八
五
〕）。
ま
た
仏
山
か
ら
ベ
ト
ナ
ム
に
移
住
し
て
成
功
し
た
冼
恩
球
、
子
の
耀
光
、
フ
ラ

ン
ス
の
大
学
を
卒
業
し
て
博
士
号
を
と
り
ベ
ト
ナ
ム
一
三
省
の
翻
訳
官
と
な
っ
た
孫
の
銀

輝
の
よ
う
な
人
的
交
流
も
あ
っ
た
（
仏
山
市
地
方
志
編
纂
委
員
会
『
仏
山
市
史
』
上　

広
東

人
民
出
版
社　

一
九
九
四　

二
〇
四
八
頁
）。

（
27
） 

蔣
祖
縁
「
説
明
清
時
期
仏
山
的
軍
器
生
産
」（
前
掲
『
明
清
広
東
社
会
経
済
形
態
研
究
』）、

広
東
社
会
科
学
院
歴
史
所
中
国
古
代
史
研
究
室
他『
明
清
仏
山
碑
刻
文
献
経
済
資
料
』一
九

八
七　

三
五
五
頁
。

（
28
） 

張
秀
民
、
前
掲
『
中
国
印
刷
史
』
上　

三
九
六
│
九
七
頁
。
仏
山
で
は
錫
活
字
が
一
八
五

〇
年
に
は
鋳
造
さ
れ
、
一
八
五
二
年
刊
の
馬
端
臨
『
文
献
通
考
』
三
四
八
巻
は
世
界
最
初
の

錫
活
字
本
で
あ
る
。太
平
天
国
が
蜂
起
す
る
と
広
東
の
数
十
の
州
県
が
呼
応
し
た
。起
義
軍

は
、
清
軍
を
撃
破
す
る
た
め
錫
活
字
を
弾
丸
に
改
鋳
し
た
（
同
上
、
下　

六
一
四
頁
）。

（
29
） 

楊
永
智
『
台
湾
版
画
』
晨
星
出
版　

二
〇
〇
四
、
一
六
頁
。

（
30
） 

権
上
康
男『
フ
ラ
ン
ス
帝
国
主
義
と
ア
ジ
ア

│
イ
ン
ド
シ
ナ
銀
行
史
研
究
』東
京
大
学

出
版
会　

一
九
八
五
、
八
四
│
八
五
頁
。

（
31
） 

陳
慶
浩
「
越
南
漢
喃
籍
之
出
版
与
目
録
」（
磯
部
彰
編
『
東
ア
ジ
ア
出
版
文
化
研
究　

こ

は
く
』
知
泉
書
館　

二
〇
〇
四
）。
陳
慶
浩
氏
は
、
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
で
は
チ
ョ
ロ
ン
の
中
国

商
人
が
ベ
ト
ナ
ム
の
漢
喃
書
を
販
売
し
、
そ
れ
ら
は
仏
山
で
刊
刻
出
版
さ
れ
た
と
述
べ
る
。

仏
山
版
の
一
と
し
て
『
皇
越
地
輿
誌
』『
南
圻
六
省
地
輿
誌
』『
大
南
実マ
マ

録
正
編
』
等
の
官
書

が
あ
っ
た
と
い
う
。上
記
の
三
点
が
史
書
で
は
あ
る
が
官
書
で
な
い
こ
と
は
、書
目
の
み
で

実
物
に
当
ら
な
い
で
も
明
ら
か
で
あ
る
。

（
32
） 

前
掲
『
越
南
漢
喃
古
籍
的
文
献
学
研
究
』
一
二
七
│
二
八
頁
。

（
33
） 

劉
玉

氏
が
、
惟
明
氏
の
同
定
に
あ
た
っ
て
陳
光
光
か
ら
鄭
懐
徳
の
子
孫
へ
と
改
め
て

い
る
こ
と
は
第
四
節
で
述
べ
る
。
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（
34
） 

前
掲
『
中
国
印
刷
史
』
上　

三
九
七
頁
。

（
35
） 
前
掲
『
仏
山
市
志
』
上　

一
〇
八
一
頁
。

（
36
） 
例
え
ば
二
〇
〇
〇
年
に
は
、
文
部
省
科
学
研
究
費
特
定
領
域
研
究
（
Ａ
）
の
一
つ
と
し
て

「
東
ア
ジ
ア
出
版
文
化
の
研
究
」（
領
域
代
表
者
磯
部
彰
）
が
発
足
し
た
。
本
年
（
二
〇
〇
九

年
）
に
は
、
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
主
催
講
演
会
「
は
じ
め
て
の
漢
籍
」
が
一
一
月
一

一
日
に
東
京
大
学
総
合
図
書
館
で
開
か
れ
た
。井
上
進『
中
国
出
版
文
化
史

│
書
物
の
世

界
と
知
の
風
景
』（
名
古
屋
大
学
出
版
会　

二
〇
〇
七
）
は
、
書
誌
的
記
述
を
こ
え
て
出
版

者
、
読
者
と
い
う
視
点
か
ら
、
漢
籍
を
と
り
あ
げ
て
い
る
。

（
37
） C

ynthia J. B
rokaw

, C
om

m
erce in C

ulture : T
he Sibao B

ook T
rade in the Q

ing 

and 
R

epublican 
Periods . 

H
arvard 

E
ast 

A
sian 

M
onographs 

280. 
H

arvard 

U
niversity A

sia C
enter, 2007.

（
38
） Ibid., p.101.

（
39
） 

版
木
は
、比
較
的
長
期
に
わ
た
り
何
度
も
比
較
的
小
部
数
を
印
刷
す
る
の
に
む
く
。中
国

社
会
の
伝
統
的
書
籍
の
需
給
に
合
っ
て
お
り
、版
木
の
保
管
は
重
版
を
容
易
と
し
た（
銭
存

訓
著　

久
米
康
生
訳『
中
国
の
紙
と
印
刷
の
文
化
史
』法
政
大
学
出
版
局　

二
〇
〇
七　

二

一
九
頁
。）
張
秀
民
氏
も
近
代
の
紙
型
発
明
以
前
に
は
、
市
場
の
売
れ
ゆ
き
に
あ
わ
せ
て
印

刷
で
き
る
雕
版
印
刷
の
営
利
性
が
、
活
字
印
刷
を
圧
倒
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
（
前
掲
『
中

国
印
刷
史
』
下　

六
三
一
頁
）。

（
40
） C

. J. B
rokaw

, ibid., p.259.

（
41
） 『
書
目
』
は
、
一
九
二
五
年
刊
の
『
金
雲
翹
新
伝
』（
Ｘ
│
４
│
22
）が
、河
内
観
文
堂
蔵

板
（
扉
）
に
「
会
安
葉
同
源
」
の
朱
印
を
も
つ
こ
と
を
著
録
し
て
い
る
。
劉
玉

氏
は
、「
会

安
葉
同
源
号
」
朱
印
が
、
中
国
国
立
図
書
館
蔵
の
一
九
一
二
年
刊
の
河
内
柳
文
堂
『
越
史
賸

評
』（
阮
徳
達
）
に
も
お
さ
れ
、
朱
印
に
「
西
薬
新
書　
　

金
漆
什
貨
」
の
十
文
字
を
確
認

し
、
葉
同
源
が
書
籍
の
ほ
か
に
薬
品
・
雑
貨
を
扱
う
商
号
と
推
定
し
て
い
る
（
前
掲
『
越
南

漢
喃
古
籍
的
文
献
学
研
究
』
七
一
頁
）。

（
42
） 

前
掲
『
中
国
の
紙
と
印
刷
の
文
化
史
』
四
二
頁
、
前
掲
『
中
国
印
刷
史
』
下　

六
九
二
│

九
三
頁
。

（
43
） C

. J. B
rokaw

, ibid., p.309-.
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